
１ IHI について

　重工業と聞くとまず「非常に大きな

もの」を作っているというイメージが

わくが，実際に工場ではどのように生

産が行われているのだろうか．また，

最近よく「2007 年問題」という言

葉を聞くが，モノづくりの現場でも技

術の伝承などはどのように行われてい

るのだろうか．今回の取材では（株）

IHI（以下，IHI）横浜事業所を訪れ，

モノづくりの現場を取材した．IHI で

は陸，海，空，さらには宇宙に至るま

で社会を支えるためのさまざまな製品

を生産している．

２ 横浜事業所の概要

　IHI での仕事は，お客様からの受注

→設計→材料の調達→機械加工→組立

→試運転，のような流れになっている．

実際に作っているものも多岐にわた

り，陸で使うもの，海で使うもの，空

で使うもの，宇宙で使うものという表

現をしているそうだ．その中でも，今

回は，横浜第２工場で「陸で使うもの」

を，また，技術開発本部で船の開発現

場など「海で使うもの」を見学した．

ちなみに，IHI で作っている製品はほ

とんどが一般企業や社会法人に納めて

いるため，社会には必要なものばかり

だが，私たちが身近に見られるような

製品はほとんどないのだ．

　横浜第２工場を見学する前に，高橋

さんから冗談を交えながらわかりやす

く工場で扱っている製品の説明をして

いただいた．まず，自動車会社に納め

ているプレス機械がある．仕組みは鉄

板を入れると，上下の金型で，鉄板を

成型して車のドア，ボディーができる．

又，別の製品は，鉄板を伸ばす，（圧

延する）機械である．溶鉱炉で鉄鉱石

を溶かして，ある塊にしたもの（イン

ゴット）を加熱炉で熱し，ロールとロー

ルの間を通すと，薄い鉄板ができあが

る．その鉄板が自動車や建設部材とし

て使われている．非鉄でもアルミ缶に

用いられる圧延機も作っている．この

圧延機は造幣局へ納められている．そ

の他，抄紙機という紙を作る機械や，

カレンダーマシンという包装紙ビニー

ルを作る機械なども作っている．また，

熱量を上げるためなどに使われる送風

機も，製鉄会社などに納めている．ち

なみに，私たちがトンネルを通る時に

大きな丸いものが壁についているのを

目にすることがあるが，それを使い排

気ガスを両側に逃がしている．また，

東京にあるほとんどの地下道には，隣

にもう一つ地下道があり，そこに排気

ガスを逃がしているそうだ．その他，

酸素や窒素をタンクに入れるときに用

いられる圧縮機も作っている．

　このように，一般家庭で使われるよ

うなものは一つもないが，これらの機

械を使って作られたものが私たちの手

元に届く．たとえば，500円玉，缶，

紙，新聞紙，週刊誌など，そういうも

のを作るための製品を作っているのが

この工場の特徴だ．

３ 横浜第２工場の見学

　実際に工場に入ると，幅が137m，

長さが326mと非常に広く，400m

トラックが入る程だそうだ．また，天

井も高く，上を見ると何台ものクレー

ンが行き来していた．大きいものを作

ることは，お客様のところで組立てな

くてすむためにも，こうした大規模な

設備が必要となるそうだ．

　まず，工場を見る際の意外なチェッ

クポイントを教わった．「50人以上

の工場の場合は衛生管理者を置かなけ

ればならない」や，「一定以上の電気

や熱を扱う場合エネルギー管理者を置

かなければならない」などの法律上必

要となる資格である．工場の入口に管

理者の名前が掲示されていた．ほかに

も廃棄物，クレーン，プレスなど多種

多様な資格があるそうだ．他の工場な

どを訪れた際にも，これを見ることで

工場の規模などがわかるとアドバイス

してくれた．

　続いて，この工場を歩いて見学をし

た．まず，部品倉庫があった（図1）．

何段にも積み上がって保管されてお

り，この工場の規模の大きさを感じた．

大きなものは部品も機械加工するが，

ボルトやナットなどの小さいものはこ

こでは作らずに購入している．特殊な

ベアリングやロータなどもメーカから

買っているそうだ．ちなみに，「ジャ

ストインタイム」という必要な分だけ

必要な時に買うのが良いのかもしれな

いが，まとめ買いをした方が安いとい

うこともある．そのため，大きなもの

722 日本機械学会誌　2007. 9　Vol. 110  No.1066

株式会社 I H I 横浜事業所

─ 56 ─




